
洪水ハザードマップ認知度向上や有効活用等に関する取組状況 R4.4末時点

①洪水ハザードマップの認知度向上や
有効活用等を行うための課題等（対応
に苦慮していること等）

②洪水ハザードマップの認知度向上や
有効活用等を行うための国への支援や
協力等の要望

（a） （b） （c） （d）

全戸
配布

説明会
インター

ネット公開
その他

（具体的な内容）

L2
（最大）

○ ○ ○

L1
（計画）

－ － －

L2
（最大）

○ ○ ○

L1
（計画）

－ － －

L2
（最大）

○ × ○

L1
（計画）

－ － －

L2
（最大）

○ × ○

L1
（計画）

－ － －

L2
（最大）

－ － －

L1
（計画）

○ ○ ○

L2
（最大）

○ × ○

L1
（計画）

－ － －

L2
（最大）

○ ○ ○

L1
（計画）

－ － －

L2
（最大）

－ － －

L1
（計画）

○ ○ ○

備　考

※自由回答で記載願います ※自由回答で記載願います

機関名等

③洪水ハザードマップの周知方法

対象
ハザード
マップ

秋田市

県管理河川について想定最大規模の浸水想定が公表さ
れたことから、令和４年４月に水害ハザードマップを全戸配
布し、各種団体へ説明会を実施したが、今後も避難意識を
高めるため継続的な周知が必要である。

ハザードマップ作製等にに対する財政支援

横手市
・年間３８回、２０００人超を対象に実施していた防
災講話が、新型コロナウイルス感染症の影響で減
少している。

・ハザードマップ作製・更新に対する財政支援

・コミュニティFM、ＳＮＳ、サイマルテレビを活
用
・ウエブサイトを活用したハザードマップの
公開（位置情報、避難所開設情報などを掲
載）

・R2末に横手川洪水HM(1/1000規模)を公表、R3より同HMの
周知活動を実施（対象地域住民及び企業等への配布）。
・R3より、Googleマップを活用した横手市防災マップシステムを
リリース。これまで公表していた雄物川洪水HM(1/1000規模)
と横手川洪水HM(1/1000規模)を反映した内容であり、防災講
話等で周知を図っている。

大仙市
自主防災組織版ハザードマップの作成について、
各組織に対する効果的な作成指導と、必要性の認
識を浸透させること。

ハザードマップの作成及び自主防災組織版ハザー
ドマップ作成促進に係わる財政的な支援

新ハザードマップの全戸配布
自主防災組織版ハザードマップの作成
市ホームページにweb版ハザードマップの
掲載

湯沢市

出前講座やマイ・タイムライン講習等を通じて、まだ
まだハザードマップに対する住民の認知度が低い
と感じる。
今後も引き続き、出前講座やマイ・タイムライン講
習会等の機会を捉え、適切な避難行動をとることが
できるよう、ハザードマップの活用等の普及を図っ
ていく。

・積極的な情報発信及びハザードマップを活用した
マイ・タイムラインの普及啓発

・ハザードマップ作成にかかる手厚い財政的支援

市SNSを通じて周知

美郷町
防災マップの日頃からの確認及び実際に役立てる
ための意識浸透。

十分な財政支援

仙北市
今年度ハザードマップ完成後全戸配布を行う。避難
訓練や防災講話で周知を行うが、参加人数が少な
いことが課題である。

ハザードマップの作成に係る財政的な支援の強
化。

ハザードマップの更新に伴い、各戸に配布
する際に内容、利用方法を説明するととも
に、各地域毎の防災マップの作成について
助言を行う予定。

羽後町

令和2年3月に 「羽後町防災ハザードマップ」 を最
新の情報に更新し、全戸配布した。
広報・町ＨＰ等で周知を行ってきたが、より効果的な
周知方法を検討している。

浸水想定区域の見直しの際のハザードマップ更新
に係る財政的支援。

町内公民館・道の駅での掲示による周知。

東成瀬村

平成３０年２月に村版ハザードマップを作成して全
戸配布しているが、実際にマップを必要とする災害
が発生しておらず、必要性の認識を浸透させるこ
と。

災害についての積極的な広報活動。
令和３年１１月に東成瀬村自主防災組織研
修会で洪水ハザードマップの活用を地区へ
広報してもらえるよう周知した。

防災マップの活用や自宅等の災害リスクの認知等を知っ
てもらうためのきっかけづくりとして、各種研修会の場に
おいて、マイ・タイムライン講習を開催した。

R3 ハザードマップ周知取組内容
・防災講話 (R3.6 水沢地区)
・町防災訓練 (R3.10 赤沢地区)
・自主防災研修会 (R3.12 総合体育館)
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■「横手川洪水ハザードマップ」

・想定最大規模の洪水での避難計画を考慮したハザードマップの作成・周知

⇨横手市では平成30年3月より現行の防災マップを使用しているが、

市内の主要な河川のうち、横手川については50年規模の浸水想定の

ままとなっていた。令和3年3月に横手川の想定最大規模の洪水ハザー

ドマップが完成したことから、浸水が想定される地域の住民・企業等

に配布を行い、周知を図った。

資料－３ ハザードマップ周知取組事例（横手市）

■Googleマップを活用した横手市ハザードマップ

・webサイトを活用した新たなハザードマップの公開

⇨横手市では従前から防災マップをpdf形式でweb上で公開していたが、

Googleマップを活用したハザードマップを公開することで、利便性を

向上した。これまでにない機能として、以下のことが可能になった。

◇携帯端末の位置情報から現在地の災害危険個所の確認

◇避難所開設情報や通行止め情報をリアルタイムで掲載

主に地域住民や学校向けの防災講話で周知を図っている。

横手川ハザードマップ

学校向け防災講話での紹介の様子

Googleマップを活用した
横手市ハザードマップ



洪水ハザードマップ認知度向上や有効活用等に関する取組状況 R4.4末時点

①洪水ハザードマップの認知度向上や
有効活用等を行うための課題等（対応
に苦慮していること等）

②洪水ハザードマップの認知度向上や
有効活用等を行うための国等への支援
や協力等の要望

（a） （b） （c） （d）

全戸
配布

説明会
インター

ネット公開
その他

（具体的な内容）

L2
（最大）

－ － －

L1
（計画）

－ － －

L2
（最大）

－ － －

L1
（計画）

－ － －

L2
（最大）

○ × ○

L1
（計画）

－ － －

L2
（最大）

○ ○ ○

L1
（計画）

L2
（最大）

○ × ×

L1
（計画）

L2
（最大）

○ × ○

L1
（計画）

L2
（最大）

L1
（計画）

機関名等

③洪水ハザードマップの周知方法

備　考

※自由回答で記載願います ※自由回答で記載願います
対象

ハザード
マップ

男鹿市

洪水ハザードマップは、作成していません。 ・公表済：津波

潟上市

洪水ハザードマップの未作成 ハザードマップ作成に係るフォローアツプ及び財政
的な支援等

・公表済：津波、土砂災害、ため池

三種町

令和3年3月に 「三種町総合防災マップ」 を更新し、
全戸配布した。
洪水だけでなく、津波・土砂災害・ため池を含めた
総合ハザードマップとなっている。
広報・町ＨＰ等で啓発を行ってきたが、より効果的な
活用方法を検討している。

今後、洪水浸水想定区域等の見直しにより、ハ
ザードマップを更新する際に活用できる助成制度。

町HPに「三種町総合防災マップ」を掲載して
いる。

・公表済：津波、土砂災害、ため池

五城目町

冊子版は全戸配布をしているが、変更点について
の周知、更新作業が困難である。ＷＥＢ版について
は、特に高齢者を対象としたＰＣ、スマートフォン、タ
ブレット端末の操作から学ぶ場づくりも必要と考え
るが、現状対応できていない。

・ハザードマップ作製・更新に対する財政支援 町担当者、自主防災組織育成リーダーによ
る出前講座等に活用している。
Ｒ３活動実績１９回、延べ約400人参加

・公表済：津波、土砂災害

八郎潟町

令和4年2月に 「八郎潟町災害ハザードマップ」 を
更新し、全戸配布した。
洪水だけでなく、津波・土砂災害・ため池を含めた
総合ハザードマップとなっている。
今後、町ＨＰ等で公表予定であり、希望する方及び
転入者には窓口で配布している。

・ハザードマップ作製・更新に対する財政支援 ＨＰによる公表予定。 ・総合的な災害ハザードマップ（冊子）

井川町

・令和４年２月に井川町災害ハザードマップを作成
し全戸配布とホームページ公開を行った。
・災害時に有効活用出来るよう、普及啓発や認知
度の向上策を検討している。

浸水想定区域の見直しの際のハザードマップ更新
に係る財政的支援

全戸配布、ホームページ公開 ・今回作成したハザードマップでは、馬場目川浸水
想定区域（想定最大規模）の他に、土砂災害・土石
流、ため池、津波浸水想定区域等が記載されてい
る。

大潟村

洪水ハザードマップは、作成していません。
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